
1965年 奥州大学（現 富士大学）開学と共に創部。
1972年 第21回全日本大学野球選手権大会出場　初出場
1973年 第22回全日本大学野球選手権大会出場　２回目
1975年 富士大学に校名変更する。
1979年 第28回全日本大学野球選手権大会出場　３回目
1981年 第30回全日本大学野球選手権大会出場　４回目
1988年 第17回日米大学野球選手権大会に本学より
 渋谷寿成（二塁手）が全日本メンバーに選出される
1997年 第46回全日本大学野球選手権大会出場　５回目 ベスト８
1997年 第26回日米大学野球選手権大会に本学より
 橋本大祐（投手）・小野間義和（捕手）が全日本メンバーに選出される
1997年 本学初のプロ野球選手 誕生
 橋本大祐（投手）[ 阪神タイガース　ドラフト３位 ]
2005年 プロ野球選手 誕生
 相原勝幸（投手）[千葉ロッテマリーンズ ドラフト６位]
2009年 第58回全日本大学野球選手権大会出場　６回目　準優勝
 守安玲緒（投手）がアジア選手権大会メンバーに選出される。
現　在 春季リーグ戦 通算13回 優勝
 秋季リーグ戦 通算  7回 優勝
 全日本大学野球選手権大会 ６度出場

 History of Fuji University. Baseball Club 
― 富士大学硬式野球部の歴史 ―

快挙！全国準優勝
富士大学硬式野球部

第58回全日本大学野球選手権大会対戦組み合わせ
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東
洋
大
学（
東
都
）

25 

国
際
武
道
大
学（
千
葉
県
）

24 

九
州
共
立
大
学（
福
岡
六
大
学
）

23 

広
島
経
済
大
学（
広
島
六
大
学
）

22 

創
価
大
学（
東
京
新
）

21 

東
北
福
祉
大
学（
仙
台
六
大
学
）

20 

富
士
大
学（
北
東
北
）

19 

徳
山
大
学（
中
国
地
区
）

18 

中
京
大
学（
愛
知
）

17 

佛
教
大
学（
京
滋
）

16 

大
阪
教
育
大
学（
近
畿
）

15 

桐
蔭
横
浜
大
学（
神
奈
川
）

14 

近
畿
大
学（
関
西
）

13 

法
政
大
学（
東
京
六
大
学
）

12 

高
岡
法
科
大
学（
北
陸
）

11 

白
鴎
大
学（
関
甲
新
）

10 

九
州
国
際
大
学（
九
州
六
大
学
）

９ 

東
海
大
学
北
海
道
キ
ャ
ン
パ
ス（
北
海
道
）

８ 

龍
谷
大
学（
関
西
六
大
学
）

７ 

日
本
文
理
大
学（
九
州
地
区
）

６ 

関
西
国
際
大
学（
阪
神
）

５ 

石
巻
専
修
大
学（
南
東
北
）

４ 

道
都
大
学（
札
幌
）

３ 

松
山
大
学（
四
国
地
区
）

２ 

東
海
大
学
海
洋
学
部（
東
海
地
区
）
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東
海
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学（
首
都
）
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優　勝　法政大学
準優勝　富士大学

※（　）は大学野球連盟の名称

背番号 位置 選手名 学年 投・打 出身校
16 投手 高橋　力太 ４ 左・左 花巻東高
18 〃 守安　玲緒 ４ 右・右 菊華高
14 〃 中村　恭平 ３ 左・左 立正大学淞南高
17 〃 矢冶　理法 ３ 右・右 東海大学菅生高
19 〃 大谷　貴博 ３ 左・左 東岡山工業高
32 〃 小池　健介 ３ 右・右 橋本高
５ 捕手 ジエゴ･エンヒケ･フランサ ４ 右・右 八王子実践高
27 〃 目時　　大 ４ 右・右 福岡高
13 〃 君島　立将 １ 右・右 佐野日本大学高
１ 内野手 吉田　翔吾 ４ 右・右 佐野日本大学高
３ 〃 萬　　雄大 ４ 右・右 山田高
30 〃 石田　　尊 3 右・右 秋田商業高
8 〃 寺田　真也 ４ 右・右 神村学園高
７ 〃 奈良岡　裕 ４ 右・左 東奥義塾高
10 〃 夏井　大吉 ４ 右・左 花巻東高
26 〃 日山　雄也 ３ 右・右 専修大学北上高
９ 〃 古川　貴広 ２ 右・右 菊華高
21 〃 川中　　理 ２ 右・左 東海大学山形高
２ 〃 夏井　健吉 １ 右・左 明桜高
6 外野手 東海林佑平 ４ 右・左 日本大学東北高
24 〃 柴田　侑樹 ４ 右・左 京都大谷高
25 〃 濱川　　皓 ４ 右・左 育英高
23 〃 佐藤　雅彦 ３ 右・左 鵡川高
31 〃 屋宮　哲夫 ３ 右・左 堀越高
22 〃 佐藤　弘典 ２ 右・左 金足農業高
53 コーチ 柳野　洋平 ４ 春日丘高
52 〃 金崎　允宣 ４ 東海大学第四高

主務 平石　朋浩 ４ 大崎中央高

選 手 名 鑑

第58回
全日本大学野球選手権大会

期間 平成21年6月9日～14日    会場 明治神宮球場・東京ドーム

12
年
ぶ
り
の
全
日
本
出
場

　

本
学
硬
式
野
球
部
が
北
東
北
大

学
野
球
春
季
リ
ー
グ
１
部
を
全
勝

優
勝
し
、
６
月
９
日
か
ら
開
幕
の

全
日
本
大
学
野
球
選
手
権
大
会

（
東
京
：
明
治
神
宮
球
場
・
東
京

ド
ー
ム
）に
出
場
し
た
。

全
力
プ
レ
ー
夢
舞
台
で
の
逆
転
劇

　

一
回
戦
の
徳
山
大
学（
中
国
）

戦
、
二
回
戦
の
佛
教
大
学（
京
滋
）

戦
、
準
々
決
勝
の
強
豪 

近
畿
大

学（
関
西
）戦
と
３
試
合
連
続
で
１

点
差
の
逆
転
勝
ち
。吉
田
翔
吾（
４

年
）
の
本
塁
打
な
ど
選
手
た
ち
の

あ
き
ら
め
な
い
プ
レ
ー
が
流
れ
を

引
き
込
み
勝
利
し
た
。
準
決
勝
の

創
価
大
学（
東
京
新
）戦
で
は
、
４

連
投
の
守
安
玲
緒（
４
年
）
投
手

が
、
仲
間
の
好
守
に
も
助
け
ら

れ
、
完
封
で
４
勝
目
を
あ
げ
た
。

無
心
で
つ
か
ん
だ
準
優
勝

　

決
勝
の
法
政
大
学（
東
京
六
）戦

で
は
、
守
安
投
手
が
７
回
ま
で
法

政
大
打
線
を
１
安
打
に
抑
え
た
が

６
回
以
降
は
打
線
が
沈
黙
。
８
回

に
同
点
と
さ
れ
、
９
回
に
逆
転
を

許
し
、
あ
と
一
歩
で
力
尽
き
た
。

　

試
合
後
の
表
彰
式
で
は
、
主
将

の
夏
井
大
吉（
４
年
）が
準
優
勝
杯

を
し
っ
か
り
と
受
け
取
り
、
守
安

投
手
に
は
敢
闘
賞
が
授
与
さ
れ

た
。
応
援
に
駆
け
つ
け
た
在
学
生

や
ご
父
母
、
卒
業
生
の
拍
手
の

中
、
選
手
た
ち
は
悔
し
さ
の
中
に

も
大
き
な
自
信
と
な
っ
た
今
大
会

の
成
績
に
胸
を
張
っ
た
。

　

チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
実
力
を

発
揮
し
、
試
合
を
重
ね
る
ご
と
に

成
長
し
た
富
士
大
ナ
イ
ン
。
初
優

勝
の
夢
は
果
た
せ
な
か
っ
た
が
、

誇
れ
る
準
優
勝
で
あ
り
、
夢
と
希

望
、
勇
気
と
感
動
を
与
え
て
く
れ

た
硬
式
野
球
部
に
感
謝
し
た
い
。

全
日
本
大
学
野
球
選
手
権

準
優
勝
ま
で
の
軌
跡 

　

皆
様
か
ら
の
温
か
い
ご
支
援
に
よ

り
、
正
々
堂
々
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ

て
戦
い
、
全
日
本
準
優
勝
を
果
た

せ
ま
し
た
。
こ
の
成
果
に
よ
り
地
方

の
可
能
性
を
十
分
に
示
せ
た
と
思

い
ま
す
。
一
戦
毎
に
た
く
ま
し
く
成

長
し
、
頑
張
っ
て
く
れ
た
選
手
た
ち

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
全
国

一
を
目
指
し
一
層
の
努
力
を
し
て
参

り
ま
す
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た

監
督

青
木
久
典

全
日
本
大
学
野
球
選
手
権
大
会

寄
付
金
募
集
実
行
委
員
会

実
行
委
員
長　

富
士
大
学 

学
長

小
山
田 

了
三 

大
会
を
終
え
て

　

富
士
大
学
硬
式
野
球
部
の
全
日
本

大
学
野
球
選
手
権
大
会
出
場
寄
付
金

募
集
に
当
た
り
ま
し
て
、在
学
生
の
ご

父
母
、卒
業
生
、岩
手
県
民
、花
巻
市

民
、取
引
業
者
、並
び
に
本
学
関
係
者
、

そ
の
他
多
く
の
方
々
か
ら
多
大
な
ご

支
援
を
賜
り
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、前
評
判
の
高
い
強
豪
大

学
を
次
々
に
撃
破
し
、本
誌
掲
載
の
と

お
り
準
優
勝
と
い
う
輝
か
し
い
成
果
を

収
め
ま
し
た
。ま
た
、花
巻
市
か
ら
は

花
巻
市
ス
ポ
ー
ツ
栄
光
賞
を
授
与
さ

れ
ま
し
た
。こ
の
成
果
は
本
学
の
歴
史

に
大
き
な
足
跡
を
残
し
、野
球
部
員
は

も
と
よ
り
、全
学
生
た
ち
に
目
標
に
向

か
っ
て
努
力
す
る
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ

を
教
え
、や
れ
ば
で
き
る
と
い
う
希
望

を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
成
果
が
収
め
ら
れ
ま
し

た
の
も
、皆
様
方
の
ご
支
援
、ご
声
援
の

賜
物
と
深
く
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。ご
支

援
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

全
日
本
大
会
出
場
寄
付
金

ご
協
力
へ
の
御
礼

2009.9.10発行
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建学の精神
本学の教育理念は、人類の築き上げつつある学術
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生
け
花
教
室
を
体
験
し
て

 

―
留
学
生
体
験
学
習
―

体
育
実
技
ア
シ
ス
タ
ン
ト

派
遣
事
業
に
参
加
し
て 

勉
学
に
励
み
、

　

成
長
を
誓
う

ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
イ
ベ
ン
ト

 
―
第
９
回
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
―

　

７
月
８
日
、
私
は
生
ま
れ
て
初

め
て
日
本
の
生
け
花
文
化
を
体
験

し
ま
し
た
。
ご
指
導
下
さ
っ
た
の

は
岩
手
華
道
協
会
役
員
の
古
澤
恵

美
子
先
生
と
山
本
美
智
子
先
生

で
、
先
生
方
は
中
国
の
国
立
牡
丹

江
師
範
大
学
芸
術
学
部
で
定
期
的

に
日
本
の
生
け
花
を
教
え
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。
日
本
に
来
る
前

に
、
中
国
で
日
本
の
生
け
花
の
こ

と
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

日
本
の
華
道
は
と
て
も
有
名
だ
と

聞
い
て
機
会
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ
体
験

　

私
達
は
公
立
小
学
校
体
育
実
技

ア
シ
ス
タ
ン
ト
派
遣
と
い
う
事
業

に
参
加
し
、
７
月
中
旬
に
花
巻
市

立
笹
間
第
一
小
学
校
で
水
泳
の
授

業
補
助
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
事

業
は
本
県
の
児
童
生
徒
の
体
力
・

運
動
能
力
が
年
々
低
下
し
て
い
る

と
い
う
状
況
に
基
づ
き
昨
年
度
か

ら
開
始
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

４
月
11
日
、
平
成
21
年
度
入
学

式
が
行
わ
れ
、
新
入
生
は
新
た
な

学
び
の
日
々
に
希
望
を
膨
ら
ま
せ

ま
し
た
。

　

式
辞
で
小
山
田
了
三
学
長
は

「
大
学
は
知
識
を
蓄
積
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
学
問
に
よ
る
応
用
力

や
実
践
力
を
高
め
、
社
会
人
と
し

て
の
礼
儀
作
法
、
人
格
形
成
に
努

め
る
場
。
自
ら
を
磨
き
高
め
る
大

学
生
活
を
送
っ
て
欲
し
い
。」と
激

励
し
ま
し
た
。

　

６
月
18
日
、
第
９
回
を
迎
え
た

「
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

が
本
学
の
屋
内
総
合
体
育
館（
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）
に
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

３
年
生
以
下
の
学
生
約
７
０
０

人
が
参
加
し
、
教
養
21
ゼ
ミ
、
基

礎
18
ゼ
ミ
、
専
門
19
ゼ
ミ
の
58
ゼ

ミ
が
12
の
色
別
チ
ー
ム
に
編
成
さ

れ
、
競
技
を
展
開
し
ま
し
た
。

　

競
技
は
、バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、ド
ッ

ジ
ボ
ー
ル
な
ど
の
球
技
種
目
、
そ

れ
に
加
え
て
綱
引
き
、
部
対
抗
リ

レ
ー
、
チ
ー
ム
対
抗
リ
レ
ー
が
行

わ
れ
、
館
内
は
大
き
な
声
援
と
笑

い
に
つ
つ
ま
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
ゼ
ミ
生

し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

元
々
生
け
花
は
中
国
の
文
化

で
、
多
く
の
日
本
人
が
華
道
を
好

み
、
長
い
年
月
を
経
て
生
け
花
を

日
本
独
特
の
文
化
に
仕
上
げ
た
と

先
生
か
ら
説
明
を
い
た
だ
き
、
不

思
議
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

草
月
流
の
先
生
方
は
非
常
に
ま
じ

め
で
、
真
剣
に
準
備
を
し
て
い
た

だ
き
、
丁
寧
に
教
え
て
下
さ
い
ま

し
た
。

　

生
け
花
に
は
、
は
さ
み
と
、
お

花
と
、
花
を
生
け
る
た
め
の
花
器

が
必
要
で
す
。
は
さ
み
は
自
分
で

用
意
し
ま
し
た
が
、
花
器
は
高
価

な
の
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
花
瓶
と

し
て
生
け
た
作
品
を
持
ち
帰
り
、

同
士
が
、
勉
強
仲
間
と
或
い
は
先

輩
や
後
輩
と
ス
ポ
ー
ツ
や
ゲ
ー
ム

を
通
じ
て
交
流
を
深
め
ま
す
。
真

剣
な
勝
負
や
ユ
ー
モ
ア
溢
れ
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
中
で
団
結
し
て
取

り
組
み
、
勝
利
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
の
部
対

抗
リ
レ
ー
で
は
男
子
が
硬
式
野
球

部
、
女
子
は
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
が
優

勝
し
、
ゴ
ー
ル
付
近
で
の
盛
り
上

が
り
は
最
高
潮
に
達
し
ま
し
た
。

　

総
合
成
績
は
優
勝
が
高
橋
薫
・

原
久
雄
・
影
山
一
男
ゼ
ミ
、
第
２

位
が
西
田
範
次
・
佐
々
木
安
廣
・

鈴
木
健
ゼ
ミ
、
第
３
位
が
寒
川
尚

周
・
吉
田
信
一
・
崔
粛
京
ゼ
ミ
と

な
り
、
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

自
分
の
部
屋
に
飾
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
体
験
で
、
私
は
生
け
花

の
基
本
知
識
を
習
得
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
生
け
花
の「
真
・
添
え
・

控
え
」
と
い
う
基
本
に
こ
め
ら
れ

た
日
本
文
化
の
奥
深
さ
を
理
解
で

き
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
チ
ャ

ン
ス
が
あ
れ
ば
多
く
の
日
本
文
化

を
学
び
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

例
年
同
様
、
開
催
に
あ
た
っ

て
は
学
友
会
ス
タ
ッ
フ
と
ゼ
ミ

幹
事
が
協
力
し
て
、
周
到
な
準

備
を
重
ね
、
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
は
大
成
功
に
終
わ
り

ま
し
た
。

黄フ
ァ
ン  

東ト
ン
シ
ェ
ン生

さ
ん

経
済
・
経
営
シ
ス
テ
ム
研
究
科
１
年

鈴
木
雄
一
郎
さ
ん

経
営
情
報
学
科
４
年

及
川　

直
さ
ん

経
営
法
学
科 

３
年

　

入
学
生
を
代
表
し
て
経
営
法
学

科
の
久
保
大
樹
さ
ん（
不
来
方
高

卒
）が「
勉
学
に
励
み
、
国
内
外
を

舞
台
に
社
会
、
人
類
に
貢
献
で

き
る
人
間
に
な
る
よ
う
努
力
し
ま

す
。
多
く
の
仲
間
と
切
磋
琢
磨
し

て
い
き
た
い
。」と
宣
誓
し
ま
し
た
。

　

入
学
早
々
の
４
月
23
日
・
24

日
、
学
外
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

及
び
教
養
演
習
旅
行
が
ホ
テ
ル
安

比
グ
ラ
ン
ド
で
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
１
泊
２
日
の
学
外
研
修

は
教
養
演
習
の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
、
学
生
同
士
及
び
教
職
員
と
の

交
流
を
図
り
、
新
入
生
が
早
く
大

学
生
活
に
馴
染
む
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

初
日
は
ゼ
ミ
単
位
で
自
己
紹
介

や
そ
れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
に
基
づ
い

て
討
論
会
が
行
わ
れ
、
夕
食
後
の

学
友
会
執
行
部
に
よ
る
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
で
親
睦
を
深
め
ま
し

た
。
２
日
目
は
快
晴
の
も
と
、
希

望
し
た
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
岩
手

の
文
化
施
設
や
観
光
資
源
を
バ
ス

で
巡
り
、
地
域
理
解
と
学
生
同
士

の
相
互
理
解
を
図
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
新
入
生
の
幅
広
い
分

野
に
お
け
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
、
自
分

自
身
を
高
め
よ
う
と
す
る
強
い
意
志

を
持
っ
て
の
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

平成21年度
入学式 

学外オリエンテーション 
教養演習旅行

笹
間
第
一
小
学
校
で
水
泳
の
体
育

実
技
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
す
る
に
当

た
っ
て
不
安
だ
っ
た
の
は
小
学
生

と
ど
の
よ
う
に
接
し
て
い
い
の
か

わ
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
し

か
し
、
小
学
生
の
方
か
ら「
先
生

競
争
し
よ
う
。」と
話
し
か
け
て
き

て
く
れ
、「
よ
し
、
負
け
な
い
ぞ
。」

な
ど
と
言
い
な
が
ら
競
争
し
た
り

泳
ぎ
方
を
教
え
た
り
し
ま
し
た
。

児
童
生
徒
は
と
て
も
反
応
が
素
直

で
、
自
分
た
ち
が
接
し
て
い
て
上

手
く
い
っ
た
点
や
至
ら
な
い
点
な

ど
が
素
直
に
返
っ
て
く
る
た
め
、

難
し
い
反
面
と
て
も
や
り
が
い
を

感
じ
る
も
の
で
し
た
。

　

今
回
の
派
遣
事
業
で
は
普
段
な

か
な
か
経
験
す
る
こ
と
の
で
き
な
い

実
際
の
教
育
の
現
場
で
ス
ポ
ー
ツ

を
指
導
す
る
機
会
を
得
る
こ
と
が

で
き
、
又
本
県
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

の
事
業
に
少
し
で
も
携
わ
る
こ
と

が
で
き
、
大
変
貴
重
な
経
験
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
事
業

の
関
係
さ
れ
た
方
々
や
笹
間
第
一
小

学
校
の
皆
さ
ん
に
感
謝
い
た
し
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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在外研究と
国際会議での
研究発表を終えて

　

平
成
20
年
８
月
か
ら
、
ア
メ

リ
カ
の
ア
ー
カ
ン
ソ
ー
州
に
あ

る
ワ
シ
タ
・
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
大

学
の
客
員
研
究
員
と
し
て
米
文

学
研
究
に
従
事
し
、
平
成
21
年

６
月
に
帰
国
し
ま
し
た
。
ワ
シ

タ
・
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
大
学
は
教

育
・
研
究
に
お
い
て
優
れ
た
実

績
を
持
ち
、U

. S. N
ew
s

の
大

学
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、
ア
メ
リ

カ
南
部
で
１
位（
２
０
０
８
年

及
び
２
０
０
９
年
）
に
ラ
ン
ク

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
富
士

大
学
の
協
定
校
で
あ
り
、
本
学

学
生
が
留
学
し
た
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
は
と

て
も
美
し
く
、
レ
ン
ガ
造
り
の

落
ち
着
い
た
校
舎
が
、
青
々
と

し
た
芝
生
に
絶
妙
に
マ
ッ
チ
し

て
い
ま
す
。
夕
方
に
な
る
と
、

学
生
た
ち
が
芝
生
に
寝
そ
べ
っ

た
り
、
本
を
読
ん
だ
り
、
フ
リ

ス
ビ
ー
で
遊
ん
だ
り
と
、
思

い
思
い
に
時
を
過
ご
し
ま
す
。

キ
ャ
ン
パ
ス
を
歩
い
て
い
る

と
、
ま
さ
に
ア
メ
リ
カ
の
大
学

と
い
う
感
じ
が
し
て
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
環
境

の
中
で
研
究
で
き
た
こ
と
は
、

私
に
と
っ
て
本
当
に
幸
せ
な
こ

と
で
し
た
。

　

帰
国
後
、
研
究
成
果
の
一
部

を
発
表
す
る
た
め
再
度
渡
米

し
、
８
月
６
〜
８
日
に
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
の
エ
ル
マ
イ
ラ
大

学
で
開
催
さ
れ
た
国
際
会
議 

(Elm
ira 2009

：The Sixth 
International C

onference 
o
n
 th
e State o

f M
ark 

Tw
ain Studies) 

に
参
加
し
ま

し
た
。
研
究
発
表
を
終
え
た
あ

と
、
何
人
か
の
方
に
と
て
も
い

い
発
表
だ
っ
た
と
褒
め
て
い
た

だ
き
、
た
と
え
お
世
辞
で
も
嬉

し
く
思
い
ま
し
た
。
懇
親
会
で

は
、
世
界
中
か
ら
集
ま
っ
た
著

名
な
学
者
さ
ん
と
お
話
し
す
る

こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
在
外
研
究
と
研
究
発

表
を
と
お
し
て
、
本
当
に
た
く

さ
ん
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
に
、
さ
ら
に
研
究
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

筑後勝彦 教授

図
書
館
司
書
・
司
書
補
講
習

　

平
成
21
年
度
文
部
科
学
大
臣
委

嘱
図
書
館
司
書
・
司
書
補
講
習
の

開
講
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
東
北

以
北
で
は
唯
一
本
学
だ
け
で
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
司
書
は
７
／
21

〜
９
／
15
ま
で（
57
日
間
）、
司
書

補
は
７
／
21
〜
８
／
29
ま
で（
40

日
間
）
の
集
中
講
義
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
講
習
は
大
学･

専
門･

公
共

の
各
図
書
館
に
お
い
て
働
く「
司

書
」・「
司
書
補
」
を
養
成
す
る
た

め
に
図
書
館
法
に
基
づ
き
開
講
さ

れ
、
図
書
館
学
の
専
門
知
識
と
技

術
を
マ
ス
タ
ー
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

連
日
の
講
義
と
な
る
養
成
講
習

で
す
が
現
職
者
や
先
生
方
の
体
験

談
、
自
分
の
好
き
な
本
の
紹
介
な

ど
が
あ
り
、
様
々
な
形
式
で
図
書

を
扱
う
楽
し
さ
を
学
び
ま
す
。

ま
た
、
年
齢
や
職
業
の
枠
を
超

え
、
多
く
の
人
と
の
出
会
い
が

あ
り
、
充
実
し
た
日
々
を
過
ご

し
ま
す
。

　

講
師
は
斎
藤
文
男
教
授
を
は

じ
め
と
し
た
実
務
に
も
精
通
し

た
教
授
陣
と
、
地
域
住
民
と
図

書
を
介
し
て
触
れ
合
う
図
書
館

で
活
躍
し
て
い
る
ベ
テ
ラ
ン
司
書

の
方
々
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

第
42
回
を
迎
え
た
こ
の
養
成

講
習
は
昨
年
ま
で
に
司
書
２
、

０
３
５
名
、
司
書
補
９
６
９
名

の
講
習
生
が
終
了
し
、
全
国
の

図
書
館
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

「 第９回全国高校生☆童話大賞 」
― ふしぎの国への招待状 ―

　～賢治のまちから～第９回全国
高校生☆童話大賞作品募集期間は
６月１日～９月15日。
　岩手県花巻市は、童話作家であ
る宮沢賢治の生誕の地であり、好
奇心と想像力にあふれた賢治の精
神は今もこのまちに息づいていま
す。この童話大賞は、全国の高校
生に夢のある自由な表現の場と、
豊かな創造力、みずみずしい感性
を引き出す機会を提供したいと考
え企画しています。
　妖精や河童など架空の生き物が
登場する物語、戦争や地球環境な
ど社会問題についての物語、学校
や家庭など身近なものの物語、自
然現象や動植物を主人公とした物
語などテーマは様々です。
　昨年は47都道府県から1,155篇
（高校数：263校）もの作品が寄せ
られました。作品（大賞・優秀賞）
は童話大賞ホームページに掲載さ
れています。また、朗読コーナー
（過去作品）もぜひお聞き下さい。
さらに、携帯電話でも童話大賞に
関する内容をご覧いただけますの
で、右のＱＲコードからアクセス
して下さい。（実行委員会：富士
大学・花巻市・花巻市教育委員会）

～賢治のまちから～



留
学
生
秘
書
検
定
２
級
合
格

―
夢
は
世
界
で
の
活
躍
―

税
理
士
を
目
指
し
て

　

韓
国
か
ら
留
学
し
て
い
る
林
勇

黙
さ
ん
、
李
海
元
さ
ん
、
鄭
智
潤

さ
ん
は
、
財
団
法
人
実
務
技
能
検

定
協
会
の
秘
書
技
能
検
定
試
験
２

級
に
合
格
し
た
。

　

こ
の
検
定
で
は
、
秘
書
業
務
に

必
要
な
言
葉
遣
い
や
電
話
応
対
、

仕
事
相
手
へ
の
配
慮
な
ど
日
本
人

で
も
難
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
が

問
わ
れ
る
。
検
定
は
６
月
下
旬
に

　

国
税
審
議
会
よ
り
、
７
月
上

旬
に「
税
理
士
試
験
免
除
決
定
通

知
」
を
受
け
ま
し
た
。
と
て
も
嬉

し
く
安
堵
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。
租
税
法
の
岸
田
貞
夫
先
生
、

中
江
博
行
先
生
を
始
め
諸
先
生
方

の
ご
指
導
と
岸
田
ゼ
ミ
・
中
江
ゼ

ミ
の
仲
間
の
励
ま
し
の
お
か
げ
と

感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

大
学
在
学
中
に
簿
記
と
会
計

学
の
勉
強
を
始
め
、卒
業
時
に
は

職
業
会
計
人
、特
に
生
涯
の
仕
事

と
し
て
税
理
士
を
目
指
す
志
を

立
て
、税
理
士
事
務
所
で
勉
強
を

続
け
な
が
ら
27
年
間
勤
務
し
ま
し

た
。税
理
士
試
験
の
税
法
科
目
２

科
目
を
残
し
、な
か
な
か
税
理
士

ま
で
た
ど
り
着
か
な
い
状
態
で
し

た
が
、私
の
住
ま
い
の
あ
る
秋
田
市

か
ら
通
学
が
で
き
、大
学
院
修
了

で
税
理
士
試
験
免
除
が
得
ら
れ
る

富
士
大
学
大
学
院
の
こ
と
を
知
り

ま
し
た
。ま
た
、税
法
科
目
免
除
が

可
能
な
大
学
院
で
あ
る
こ
と
も
知

り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
授
業
の
レ
ベ
ル
が
高

い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
が

あ
り
、
科
目
等
履
修
生
と
し
て
租

税
法
の
授
業
だ
け
を
申
し
込
み
ま

し
た
。
こ
う
し
て
、
週
に
１
日
だ

け
の
大
学
院
へ
の
通
学
が
始
ま
っ

た
の
で
す
。
当
初
は
、
租
税
法
の

授
業
だ
け
出
席
す
る
予
定
で
し
た

■北東北大学野球春季リーグ戦
　4月18日～5月31日の７週（岩手：花巻球場他）

優 勝　12年ぶり6回目の全日学出場
大
学
名

富
士
大

八
戸
大

岩
手
大

青
森
大

八
工
大

ノ
ー
ス
大
勝負順

位

富
士
大

○○○○○○○○○○10 0 1

八
戸
大
●● ○○○○○○○○ 8 2 2

岩
手
大
●●●● ○○○○○○ 6 4 3

青
森
大
●●●●●● ○●○○ 3 7 4

八
工
大
●●●●●●●○ ○● 2 8 5

ノ
ー
ス
大
●●●●●●●●●○ 1 9 6

〈個人賞〉 ※本学選手のみ
　最優秀選手賞：守安玲緒⑷ 
　優秀選手賞：ジェゴ･エンヒケ･フランサ⑷
　最多本塁打賞・打点賞：濵川皓⑷
　最優秀防御率賞：守安玲緒⑷

〈ベストナイン賞〉 ※本学選手のみ
　投手：守安玲緒⑷
　捕手：ジェゴ･エンヒケ･フランサ⑷ 
　三塁手：吉田翔吾⑷
　遊撃手：川中理⑵ 

■第58回全日本大学野球選手権大会
　6月9日～6月14日の（東京：明治神宮球場他）

１回戦 富士大学 2－1 徳山大学（中国）
２回戦 富士大学 3－2 佛教大学（京滋）
準々決勝 富士大学 5－4 近畿大学（関西）
準決勝 富士大学 2－0 創価大学（東京新）
２回戦 富士大学 1－5 法政大学（東京六）

準優勝
  敢闘賞：守安玲緒⑷ 4勝1敗防御率1.95

■2009北東北大学野球新人戦
　7月4日～5日（青森：弘前市総合公園野球場）

１回戦 富士大学 1－5 八戸大学

■東北学生柔道優勝大会
　5月24日(宮城：宮城県武道館） 

男子準決勝 富士大学 2－1 東北学院大学
　　決　勝 富士大学②－2 秋田大学※内容勝ち
優 勝  5年連続11度目 33回目の全日学出場

優秀選手賞：福岡朋宏⑷、工藤宏次郎⑷ 
　　　　　　高木悠希⑵
女子リーグ戦 富士大学 1－3 仙台大学
  富士大学 4－0 東北福祉大学
  富士大学 3－1 東日本国際大学
２勝１敗 第２位 全日本学生選手権出場決定
優秀選手賞：脇田麻奈巳⑶ 

■第58回全日本学生柔道優勝大会
　6月27～28日(東京：日本武道館）

男子１回戦 富士大学 7－0 広島国際大学(中･四国)
　　２回戦 富士大学 1－3 流通経済大学(関東)
女子１回戦 富士大学 1－3 金沢学院大学(北信越)

■全日本ジュニア体重別選手権大会東北予選会
　7月12日(山形：山形県体育館）

100kg級  井上侑大⑴ 優 勝
100kg超級 高木悠希⑵ 第２位

■東北地区大学仙台リーグ
　春季リーグ戦（プレーオフ含） 
　4月18日～5月23日（宮城：東北学院大学Ｇ他）

勝点３　第３位
順
位 大学名

試
合
数
勝敗分勝

点
勝
率

1 東北学院大学 11 10 1 0 5 .909

2 仙台大学 12 8 4 0 4 .667

3 富士大学 12 8 4 0 3 .667

4 福島大学 10 4 6 0 2 .400

5 東北薬科大 10 2 8 0 1 .200

6 東北大学 11 1 10 0 0 .090

■東北地区優勝決定戦
　6月14日～27日（宮城：東北学院大学Ｇ）
１回戦 富士大学 4－2 山形大学医学部
決定戦 富士大学 5－4 仙台大学
優 勝　7年ぶり7回目の全日本選抜大会出場

■清瀬杯全日本大学選抜準硬式野球大会
　8月18日～22日（北海道：札幌市円山球場）

１回戦 富士大学 11－9(延)立教大学（関東） 
２回戦 富士大学 0 －1久留米大学（九州）

実
施
さ
れ
、
本
学
か
ら
は
９
人
が

受
検
し
、
８
人
が
合
格
し
た（
全

国
合
格
率
は
43
・
８
％
）。

　

３
人
は
、
来
日
３
年
目
。
参
考

書
等
で
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
日
本
の

文
化
や
マ
ナ
ー
、
言
葉
遣
い
を
学

び
、
ア
ル
バ
イ
ト
先
や
大
学
生
活
で

実
践
を
積
ん
で
検
定
に
臨
ん
だ
。

　

林
さ
ん
と
李
さ
ん
は
日
本
の
空

港
や
銀
行
な
ど
、
国
際
的
な
サ
ー

林イ
ム
　
ヨ
ン
ム
ク

勇
黙
さ
ん 
李イ

　
ヘ
ウ
ォ
ン

海
元
さ
ん 

鄭チ
ョ
ン
　
チ
ジ
ュ
ン

智
潤
さ
ん

経
営
情
報
学
科
３
年

加
藤
雄
誠
さ
ん  

平
成
20
年
大
学
院
修
了
生

ビ
ス
業
へ
の
就
職
を
希
望
し
て
お

り
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン

ナ
ー
な
ど
の
資
格
取
得
も
目
指
し

て
い
る
。
ま
た
、
鄭
さ
ん
は
日
本

語
や
英
語
を
も
っ
と
勉
強
し
、
取

得
し
た
資
格
を
就
職
に
活
か
し
た

い
と
目
を
輝
か
せ
た
。

　

本
学
で
は
、
留
学
生
の
こ
う
し

た
検
定
な
ど
の
資
格
取
得
を
就
職

係
や
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
支
援

し
て
お
り
、
国
際
的
に
活
躍
す

る
夢
を
持
つ
留
学
生
に
対
応
し

て
い
る
。

　　2009年8月31日現在

が
、
岸
田
先
生
の
ご
好
意
か
ら
ゼ

ミ
に
も
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、

先
輩
の
話
に
勇
気
付
け
ら
れ
て
、

富
士
大
学
大
学
院
の
入
学
試
験
を

受
け
合
格
し
ま
し
た
。

　

富
士
大
学
大
学
院
の
受
験
を
希

望
し
て
い
る
方
が
疑
問
あ
る
い
は

不
安
に
思
っ
て
い
る
こ
と
に
お
答

え
し
ま
す
。

Ｑ
１
．
入
試
は
難
し
い
？

　

社
会
人
の
入
試
に
つ
い
て
は
、

「
研
究
計
画
書
」・「
課
題
」の
提
出

と「
面
接
」と
い
う
形
で
し
た
。
今

思
う
と
、
そ
れ
ほ
ど
心
配
し
な
く

て
も
、
入
学
試
験
は
大
丈
夫
で

す
。

Ｑ
２
．
社
会
人
で
仕
事
を
し
な
が

　
　
　

ら
通
学
は
で
き
る
か
？

　

修
士
課
程
１
年
目
で
卒
業
に
必

要
な
単
位
を
ほ
ぼ
取
り
、
２
年
目

は
週
１
日
ゼ
ミ
に
出
席
す
る
人
が

多
い
様
で
す
。
仕
事
の
都
合
で
、

三
年
計
画
で
卒
業
し
た
人
も
い
ま

す
。

Ｑ
３
．
科
目
の
履
修
単
位
取
得
は
？

　

先
生
方
に
よ
っ
て
、
指
導
形
態

や
成
績
の
つ
け
方
は
多
様
で
す
。

　

大
学
院
を
修
了
し
、
念
願
の
税

理
士
資
格
を
手
に
入
れ
た
今
、
専

門
職
と
し
て
の
誇
り
と
自
信
を

も
っ
て
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し

ま
し
た
。

先
生
方
の
指
導
に
従
っ
て
、
授
業

に
出
席
す
る
こ
と
と
課
題
レ
ポ
ー

ト
の
提
出
を
す
れ
ば
大
丈
夫
で

す
。
予
習
を
し
て
先
生
に
質
問
を

す
る
と
い
い
で
す
ね
。

Ｑ
４
．
修
士
論
文
は
？

　

自
分
の
興
味
の
あ
る
問
題
に
つ

い
て
積
極
的
に
取
り
組
め
ば
大
丈

夫
で
す
。
先
生
方
の
親
切
な
指
導

が
助
け
に
な
り
、
諦
め
な
け
れ
ば

論
文
は
完
成
し
ま
す
。

Ｑ
５
．
税
理
士
試
験
科
目
免
除
が

　
　
　

受
け
ら
れ
る
？

　

税
法
ま
た
は
会
計
学
に
関
す
る

講
義
と
ゼ
ミ
を
履
修
し
、
指
導
教

授
の
指
導
を
受
け
て
修
士
論
文
を

完
成
さ
せ
、
大
学
院
で
の
修
士
論

文
の
最
終
審
査
を
受
け
る
こ
と
で

十
分
で
す
。

　

こ
れ
に
合
格
し
、
修
士
の
学
位

を
得
れ
ば
、
国
税
審
議
会
の
認
定

を
受
け
ら
れ
る
こ
と
間
違
い
な
し

で
す
。
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■全日本大学ホッケー王座決定戦
　東北北信越予選会
　5月27日（新潟：城山運動公園ホッケー場）

男子 富士大学 14－0 新潟大学
女子 富士大学  9 －0 新潟大学
男女とも全日本大学王座出場決定6年連続

■第28回全日本大学ホッケー王座決定戦
6月25～28日（岐阜：岐阜県グリーンスタジアム）

男子１回戦 富士大学 1ー2 朝日大学（東海1）
女子２回戦 富士大学 0ー9 立命館大学（関西2） 

ベスト８

■東北学生加藤杯新人戦大会
　5月10～11日（宮城：若柳総合体育館）

男子団体 富士大学Ａ
優 勝　11年ぶり３度目

  ダブルス 山内大輔⑶・北村翔組⑵組 第２位
  シングルス 北村翔⑵ 第２位
女子団体 富士大学 第２位
  ダブルス 佐藤夏奈子⑷・本田郁美⑶組 第２位
  シングルス 高暁晨⑵ 優 勝
 佐々木礼子⑵ 第２位

■東北学生卓球連盟春季リーグ戦 
※全日学予選

　5月23～24日（宮城：塩竈市体育館）

男子団体１部リーグ ３勝２敗 第３位
女子団体１部リーグ ４勝１敗 第２位

敢闘賞　本田郁美⑷
男女とも全日本大学選手権出場決定

■東北学生卓球選手権大会
　6月13～14日（福島：南相馬市スポーツセンター）

男子 シングルス 佐貝幸希⑷ ベスト８
　　 ダブルス  高好裕己⑷･北村翔⑶組 第３位
女子 シングルス 鈴木陽子⑴ 第３位
　　 ダブルス  本田郁美⑷･佐々木孔子⑶組 第２位
鈴木陽子、本田郁美・佐々木孔子組全日学出場決定

■第78回全日本大学対抗選手権大会（団体のみ）
　8月7～10日（広島：広島市東区スポーツセンター） 

男子予選リーグ 富士大学 1－3 福岡大学 
                        富士大学 0－3 法政大学 
女子予選リーグ 富士大学 1－3 新潟大学
                        富士大学 1－3 同志社大学 

■東北学生卓球秋季リーグ戦
　8月25～26日（宮城：塩竈市体育館）

男子団体 １部リーグ  ３勝２敗 第３位
女子女子 １部リーグ  ４勝１敗 第２位

敢闘賞 鈴木陽子⑴

■全日本学生卓球選手権大会予選大会
　8月26～27日（宮城：塩竈市体育館）

男子シングルス 高好裕己⑷、北村翔⑶
　　ダブルス 高好裕己⑷・北村翔⑶組
女子シングルス 平賀恵⑶、佐々木孔子⑶
　　ダブルス 本田麻童香⑵・鈴木陽子⑴組

全日学出場決定 

■北海道・東北地区大学女子ソフトボール
　春季リーグ戦大会

　5月3～5日（岩手：展勝地野球場）

４勝２敗　第３位

■全日本大学ソフトボール選手権大会
　北海道・東北地区予選会
　5月23～24日（山形：白鷹町ソフトボール場） 

１回戦　富士大学 3 －0 弘前大学
２回戦　富士大学 8 －9 東北福祉大学 

■全日本総合女子ソフトボール選手権大会
　東北予選会
　7月11～12日（秋田：由利ソフトボール場）

１回戦　富士大学 1－4 東北福祉大学

■東日本大学ソフトボール選手権大会
　8月7～10日（茨城：桜川市真壁運動場他）

２回戦　富士大学11－0 国士舘大学
準々決勝　富士大学  6－5 日本女子体育大学

雨天により４大学同率　優 勝 

■東北学生ハンドボール春季リーグ
　5月20～23日（岩手：花巻総合体育館）

男子 ３勝２敗 第３位 東日本学生選手権出場決定
女子 ３勝０敗 優 勝 東日本学生選手権出場決定 

■東日本学生選手権大会
8月11～13日（北海道：北海道立総合体育センター） 

男子　富士大学 19－33 道都大学
　　　富士大学 29－28 信州大学
　　　富士大学 17－36 大東文化大学

１勝２敗　第３位
女子　富士大学 37－20 桐蔭横浜大学
　　　富士大学 42－26 小松短期大学
　　　富士大学 61－18 北星学園大学

３勝０敗 優 勝 全日学出場決定（３度目）

［学生チーム富士大学］
■東北地区大学サッカー選手権大会 
　兼総理大臣杯東北予選
　5月17～23日（岩手：富士大学サッカー場）

２回戦　富士大学 4－0 山形大学
準々決勝  富士大学 0－1 (延)岩手大学

■岩手県サッカー選手権天皇杯
　全日本サッカー選手権予選

　6月～8月（岩手：盛岡南公園球技場他）
準決勝　富士大学 1－0 岩手大学 
決　勝　富士大学 0－2 グルージャ盛岡

第２位

［社会人チーム富士クラブ２００３］
■岩手県サッカー選手権天皇杯
　全日本サッカー選手権予選
　7月19日・26日（岩手：盛岡南運動公園他）

４回戦   富士クラブ2003 3－1 ＦＣ紫波 
準々決勝 富士クラブ2003 2－5 富士大学

※延長

■東北社会人サッカーリーグ2部北ブロック
7月12日～10月11日全14節（青森スポーツ会館他）

第10節まで　６勝４分０敗　首位

［社会人チームＦＣＦｕｊｉ０８］
■岩手県サッカー選手権天皇杯
　全日本サッカー選手権予選
　5月31日（岩手：県営運動公園ラグビー場）

３回戦　FCFuji08  0 －1 盛岡大学

■岩手県社会人サッカーリーグ4部
6月28日～10月18日全10節（富士大学サッカー場他）

第５節まで　５勝０分０敗　首位

■第57（43）回東北（女子）学生剣道選手権大会
　 5月17日（宮城：塩竈市体育館）

男子 柚原正太郎⑶、大竹翔⑵ ベスト８
　　 土田貴也⑷ 第９位

全日本学生選手権出場決定

■第57回全日本学生剣道選手権大会
　7月5日（大阪：大阪府立体育館）

男子 土田貴也⑷ １回戦敗退
　　 柚原正太郎⑶、大竹翔⑵ ２回戦敗退 

■関東大学春季Ｅブロック対抗戦
5月26～27日（茨城：ロイヤルカントリー倶楽部）

富士大学 TOTAL 828
※2日間計36ホール･ストロークプレー(8人)

優 勝　Ｄブロック昇格

■関東大学秋季Ｄブロック対抗戦
　9月4～5日（群馬：高崎ＫＧＣＣ）

富士大学 TOTAL 798
※2日間計36ホール･ストロークプレー（8人）

優 勝　Ｃブロック昇格
最優秀選手：石川翔太⑴ 153打

■北奥羽地区大学春季バスケットボール大会
　5月29～31日(青森：弘前大学体育館）

男子 準決勝 富士大学 99－83 青森中央学院大学

　　 決　勝 富士大学 98－68 青森大学
優 勝

女子 準決勝 富士大学145－58 盛岡大学
　　 決　勝 富士大学  88－71 岩手大学 

優 勝　９年連続 

■東日本学生選手権自転車競技大会
　5月9～10日（東京：オーヴァル京王閣）

ケイリン　　　朴　敏午⑶ ３位
スクラッチ　　李　暁信⑵ ３位

■全日本大学対抗選手権自転車競技大会
8月29～30日（静岡：日本サイクルスポーツセンター）

1,000mタイムトライアル　朴　敏午⑶ 優 勝
スプリント　　　 朴　敏午⑶ 優 勝
優 勝　２冠達成本学初のインカレ優勝

■東北学生陸上競技対校選手権 
　5月15～17日（宮城：仙台市陸上競技場）

 男子100ｍ 塚田悠平⑶ 11"38 第７位
 400ｍ 高橋　証⑵ 49"63 第３位
 800ｍ 小林　剛⑷ 1'55"44 第２位
 1,500ｍ 樋渡翔太⑵  4'00"25 第４位
 5,000ｍ 樋渡翔太⑵ 14'55"41 第４位
 3,000ｍSC 佐々木基⑴ 9'30"34 第７位
 4×100mR 大下孝司（院1）、高橋証⑵  第５位
　　  工藤隆輔⑶、塚田悠平⑶
 走高跳 藤川芳徳⑶　　1m95 優 勝
 ハンマー投げ 古山真央⑷ 49ｍ10 第７位
女子5,000ｍ 安達佳子⑶  24'55"07 第４位 
 走高跳 菅生麻由子⑵ 1m55 第５位
藤川芳徳（走高跳）全日本出場決定

■東北学生テニス春季トーナメント
　4月19日～29日（宮城：泉総合運動場）

男子 シングルス 谷地隼人⑷  ベスト８
  柳田直人⑴  ベスト８
  増子拓弥⑴ ベスト16
　　 ダブルス 谷地隼人⑷･工藤（青森大）組 優 勝
  柳田直人⑴･増子拓弥⑴組 ベスト８
女子 シングルス　小原由愛⑵ ベスト４
  小原結実⑶ ベスト８
  信田怜奈⑴ ベスト16
　　 ダブルス　小原結実⑶･小原由愛⑵組 優 勝
  信田怜奈⑴･濱谷（青中大）組 ベスト４
優 勝　全日本学生選手権出場決定

■東北ヨネックスカップ
5月16日～18日（宮城：泉パークタウンテニスクラブ）

男子 シングルス 谷地隼人⑷ 第３位
  柳田直人⑴ ベスト16 
　　 ダブルス 谷地隼人⑷･工藤（青森大）組 優 勝
  柳田直人⑴･増子拓弥⑴組 ベスト４
女子 シングルス 小原由愛⑵ 優 勝
  小原結実⑶ 第２位
　　 ダブルス 小原結実⑶･小原由愛⑵組 優 勝
  信田怜奈⑴･濱谷（青中大）組 第２位

　　2009年8月31日現在



ＡＯ入試・社会人入試 推薦入試 給費生試験 一般入試 センター入試

Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 Ⅴ期 指定校
推　薦

スポーツ
推　薦

公　募
推　薦 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期

出願期間

ＡＯカード提出期間

11/2㈪

～

11/13㈮
消印有効

11/2㈪

～

11/13㈮
消印有効

11/2㈪

～

11/13㈮
消印有効

11/16㈪

～

11/30㈪
消印有効

1/6㈬

～

1/22㈮
消印有効

3/1㈪

～

3/23㈫
必着

1/6㈬

～

1/22㈮
消印有効

2/1㈪

～

2/19㈮
消印有効

3/1㈪

～

3/23㈫
必着

1/6㈬

～

2/12㈮
消印有効

2/22㈪

～

3/10㈬
必着

3/11㈭

～

3/23㈫
必着

6/1㈪
～

8/31㈪

9/1㈫

～
10/9㈮

10/13㈫

～

11/24㈫

11/25㈬

～

1/29㈮

2/15㈪

～

3/11㈭
8/17㈪

～

9/4㈮
消印有効

10/1㈭
～

10/16㈮
消印有効

11/16㈪

～

11/30㈪
消印有効

1/12㈫

～

2/5㈮
消印有効

3/1㈪

～

3/19㈮
必着

試験会場 札幌・本学 本学 本学 本学 本学・仙台・東京 ̶

試験日 確認面談
9/11㈮

確認面談
10/23㈮

確認面談
12/7㈪

確認面談
2/15㈪

確認面談
3/26㈮ 11/20㈮ 11/20㈮ 11/20㈮ 12/7㈪ 1/29㈮ 3/26㈮ 1/29㈮ 2/26㈮ 3/26㈮ 大学入試センター試験

平成22年1/16㈯・1/17㈰

経済学部／経済学科・経営法学科・経営情報学科

●
 ●
 ●
 ●
 ●

 ● ● ● ● ● ● ● ● ●
 ● 
● 

●
 ●
 ●
 ●
 ●

●
 ●

 ● ● ● ● ● ● ● ●
 ● 
● 

●

 ●
 ●
 ●
 ●
 ●
 ●
 ●
 

OB  Message

●連絡先は広報係まで　  この紙は再生紙を使用しています。

　

私
は
現
在
、
青
森
県
立
八
戸

商
業
高
等
学
校
で
教
師
と
し
て

働
い
て
い
ま
す
。
教
科
は
商
業

を
担
当
し
、
男
女
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
の
顧
問
と
し
て
も
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
授
業
だ
け
で

は
な
く
、
そ
の
た
め
の
教
材
研

究
や
、
部
活
動
の
指
導
な
ど
、

仕
事
は
決
し
て
楽
な
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
子
供
た
ち
の

元
気
や
同
僚
の
先
生
方
の
優
し

さ
に
支
え
ら
れ
て
毎
日
を
楽
し

く
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
臨
時
講
師
と
し

て
同
学
校
に
５
年
間
勤
務
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
の

間
、
５
回
も
採
用
試
験
に
挑
戦

し
ま
し
た
。
商
業
は
採
用
人
数

が
少
な
い
た
め
倍
率
が
非
常
に

高
く
、
募
集
が
な
い
年
さ
え
あ

り
ま
し
た
が
、
昨
年
の
教
員
採

用
試
験
に
お
い
て
、
無
事
合
格

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
昨

年
は
自
分
の
大
好
き
な
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
も
休
止
し
、
全

精
力
を
採
用
試
験
に
注
ぎ
ま
し

た
。
私
は
、
こ
の
経
験
を
通
し

「
夢
・
目
標
を
持
つ
こ
と
。
そ

し
て
絶
対
に
叶
え
る
と
い
う
信

念
を
貫
く
こ
と
。」を
再
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
と
は

い
え
、
途
中
で
夢
を
見
失
い
そ

う
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
そ
う
い
う
時
に
先
生
方

を
は
じ
め
、
友
人
や
家
族
か
ら

の
励
ま
し
が
あ
り
、
何
と
か
乗

り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
大
学
生
の
頃
に
一

生
懸
命
取
り
組
ん
で
き
た
部
活

動
も
、
今
の
私
に
と
っ
て
大
き

な
支
え
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
教

師
に
な
っ
て
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
を
指
導
し
た
い
」
と
い

う
目
標
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、

夢
の
実
現
が
で
き
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
教
師

と
し
て
子
供
た
ち
の
夢
の
実
現

を
手
助
け
で
き
る
よ
う
頑
張
り

ま
す
。

　

富
士
大
生
の
皆
さ
ん
も
、
夢

を
決
し
て
諦
め
な
い
で
頑
張
っ

て
下
さ
い
。
ま
た
、
ま
だ
夢
が

見
つ
か
ら
な
い
と
い
う
人
も
、

大
学
生
活
と
い
う
限
ら
れ
た
時

間
を
大
切
に
過
ご
し
て
下
さ

い
。
卒
業
生
の
一
人
と
し
て
、

皆
さ
ん
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
私
を
支
え
て
下

さ
っ
た
大
学
の
先
生
方
や
職
員

の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
仲
間
た
ち

に
は
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（平成16年経営法学科卒）
●青森県出身
●青森県立八戸商業高等学校勤務

下佐裕美さん
Yumi Simosa

神
輿
パ
レ
ー
ド
へ
参
加

 

―
花
巻
ま
つ
り
―

　

４
０
０
年
の
歴
史
と
伝
統
を
持

つ
花
巻
ま
つ
り
が
９
月
11
日
か
ら

13
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
京
都
祇

園
囃
子
の
流
れ
を
く
む
優
雅
な
花

巻
囃
子
の
音
色
の
中
、
絢
爛
豪
華

な
風
流
山
車
、
１
５
０
基
に
も
お

よ
ぶ
勇
壮
な
神
輿
パ
レ
ー
ド
、
岩

手
を
代
表
す
る
郷
土
芸
能
の
鹿
踊

や
神
楽
権
現
舞
、
気
品
溢
れ
る
花

巻
ば
や
し
踊
り
な
ど
が
披
露
さ
れ

ま
す
。

　

本
学
の
参
加
は
今
年
で
32
回
目

と
な
り
、
３
基
の
神
輿
が
パ
レ
ー

ド
に
参
加
し
ま
す
。
当
初
は
市
民

と
の
交
流
を
深
め
、
そ
の
後
の
紫

陵
祭（
学
園
祭
）を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
学
生
の
み

で
の
運
行
で
し
た
。
大
学

行
事
と
し
て
定
着
し
た
現

在
は
沿
道
を
埋
め
尽
く
す

見
物
客
か
ら
の
声
援
や
手

拍
子
を
受
け
る
こ
と
で
感

動
と
興
奮
を
体
験
で
き
る

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
例
年
約

２
０
０
名
の
学
生
参
加
が

あ
り
ま
す
。

　

富
士
大
生
の
若
さ
を
爆

発
さ
せ
る
神
輿
パ
レ
ー
ド

平成22年度 入試案内

■経済学部に３学科設置 
情報化、国際化が進む社会の市場経済を解明し、ビジネスの現
場で必要とされる力を「経済学科」「経営法学科」「経営情報学
科」で学ぶことができます。
■少人数ゼミで細やかな指導  
各学年必修のゼミでは自ら研究テーマを見つけ、発表、討論す
る演習形式の学習が行われます。小人数編成で学生の個性を

生かしたゼミナールに取り組み、教授陣の個別指導を受けて学
問を深めます。
■学習もスポーツも充実した教育施設・設備で  
語学実習室、マルチメディア実習室、ゼミ室、蔵書数16万冊を
超える附属図書館などの学習環境に加え、全天候型陸上トラッ
ク、野球場、武道館、人工芝サッカー場の他、国内大学最大級
の総合体育館など、スポーツ環境も充実しています。学生食堂

やコンビニエンスストア、女子学生専用休憩室は、学生生活のア
メニティーを実現しています。

富士大学の
特色

は
市
民
の
方
々
か
ら
も
好
評
を
い

た
だ
き
、
学
生
達
は「
観
る
よ
り

主
役
と
し
て
参
加
す
る
方
が
断
然

楽
し
い
で
す
」
と
笑
顔
が
こ
ぼ
れ

ま
す
。

 

今
年
も
元
気
な｢

ワ
ッ
シ
ョ

イ
!!｣

の
か
け
声
が
秋
の
夜
空
に

響
き
わ
た
り
ま
す
。

上級ビジネス実務士、上級秘書士、スポーツ指導基礎資格
教員免許(社会・地歴・公民・商業・情報・保健体育)　
図書館学(司書)講座、宅建講座、公務員試験講座、
簿記・会計講座etc

資
格
・
講
座
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